

























料 10）では、前者が 97 間（約 176.3 ｍ）、後者が 37 間（約 67.3 ｍ）と記載されているが、明治期の「相
川町字図」では、前者が約 120 ｍ、後者が 200 ｍほどの規模となり、両者の町の長さが逆転していること

























































































































































　これまでの調査によって確認された最も規模の大きいテラスは長軸 32 ｍ×短軸 16 ｍ、最も小さいテラ













































































　窪地は、九郎左衛門町跡のｔ 89 テラス及びその北側に各 1 基・ｔ 116・117 テラスで各 1 基、九郎左衛
門裏町跡のｔ 93 テラスで 3 基・ｔ 94 テラスで 1 基、弥左衛門町跡のｔ 46 テラスで 1 基・ｔ 47 テラスで
2 基、ｔ 83 テラスに 1 基、小右衛門町跡のｔ 29 − 1 テラスの北側斜面に 1 基が確認されている。
　次にテラスごとにズリの散布状況をみると、本町跡のＳＦ 1・ｔ 15 テラスの一部・ｔ 20 − 1 ～ 22・23
テラスの一部・25 テラス、小右衛門町跡の SF1・ｔ 28 テラス、弥左衛門町跡ｔ 47・67・73 テラスの一部、
九郎左衛門町跡のｔ 84・85・93 テラスに多量に見られ、周辺部のテラスにおいても比較的多く見られる。















　今回の調査では、16 世紀末～ 19 世紀にかけての遺物が調査区全体で確認されている。このうち中心と















　上相川遺跡の場合、地表面で多量の石製品が確認されている（図版 5）。平成 17 年度調査では、トレン
チ内から石磨や扣石が出土しているため、実際には土中に相当量の石製品が埋蔵している可能性が高い。
　確認された石製品の点数は、弥左衛門町跡が 392 点と最も多く、次いで小右衛門町跡の 86 点、本町跡













　テラスごとの鉱滓の採集状況をみると、鉱滓は本町跡のｔ 5・12・15・18 ～ 22 テラス、小右衛門町跡
のｔ 27 − 1・27 − 4・29 − 1 ～ 3・32・37 テラス、弥左衛門町跡のｔ 42・65 ～ 67・124・125・151 テ
ラス、九郎左衛門裏町跡のｔ 73・75・80・82・83・85・88・94・96 テラスでみられ（図版 8）、ｔ 20 − 1・
21・25 ～ 27 − 1 テラスでは羽口片が出土・採集されている。鉱滓の採集重量は、ｔ 77・80 テラス及びそ
の南側の土手において極めて多量であり、本町跡内のｔ 5 ～ 22 テラスで比較的多い。特にｔ 5 ～ 22 テラ




九郎左衛門裏町跡のｔ 77・80 テラス付近と平成 17 年度の発掘調査によって炉跡が検出され、鉱滓・羽口








































 1 ．  佐渡金山遺跡上相川地区は、佐渡市上相川町・相川小右衛門町・相川柄杓町・相川奈良町地内に所在
し、現況は山林、原野等である。
 2 ．  遺跡は、濁川左岸の標高 150 ～ 250 ｍの高位段丘及びその斜面に立地し、東西約 800 ｍ、南北約
300 ｍ、総面積は約 20ha を測る。
 3 ．  遺跡は、戦国時代末に成立し、江戸時代初期にかけて最盛期を迎え、明治年間に廃絶したと考えられる、
相川金銀山に伴う鉱山集落跡である。
 4 ．  分布調査は、国史跡指定の基礎資料を得ることを目的とした遺跡の範囲内容を確認するため、平成 15
年度から平成 18 年度にかけて実施した。調査面積は 34,900 ㎡であり、このうち平成 17 年度に実施
したトレンチ発掘調査による調査面積は 291 ㎡である。
 5 ．  調査の結果、遺跡のほぼ全域から江戸時代の遺構・遺物が検出された。また、テラス状遺構や石垣等
の遺構のほぼ全てを地表面において良好な状態で確認することができる。
 6 ．  遺構は、テラス 165 基、石垣 158 基、石段 3 基、道跡 9 条、水路跡 1 条、炉跡 1 基、土坑 9 基、ピッ
ト 20 基、性格不明遺構 2 基である。このうち、トレンチより検出された遺構は、石垣 4 基、炉跡 1 基、
土坑 9 基、ピット 20 基、性格不明遺構 2 基である。
 7 ．  出土・採集した遺物は、遺物は 16 世紀末から 17 世紀を中心とする近世の碗、皿、すり鉢等の陶磁器
や灯明皿等の土器、煙管・銭貨等の金属製品、石磨・扣石・硯等の石製品、羽口等の土製品、鉱滓で
ある。
 8 ．  同地区に関連する江戸時代の絵図が多く現存し、関連する記述が掲載された史料が多く残されている。
 9 ．  検出されたテラス状遺構の中でも短冊状に地割された区域が多く見られ、江戸時代の生活区域形状が
現在も良好に保存されている。
 10．  江戸時代の絵図に描かれた道と現存する道跡の多くが重複することから、江戸時代の形状が現在も良
好に保存されていることがわかる。
 11．  石磨や扣石、ユリカス、ズリ、鉱滓、羽口等の鉱石粉砕・製錬工程に関連する遺物が集中する区域が
見られ、職種別の住み分けがあったことを推測できる。また、江戸時代の検地帳や文献史料等の面か
らもこれを裏付けることができる。












































島根県教育委員会・大田市教育委員会　1999　 『石見銀山遺跡発掘調査報告 1 −平成 5 ～ 10 年度調査・石銀地区−』







































「御直山鉱山岡絵図」　延享 4 年（1747）　舟崎文庫№ 1231　新潟県立佐渡高等学校同窓会　蔵
「銀山岡絵図」　延享 4 年（1747）　舟崎文庫№ 1210　新潟県立佐渡高等学校同窓会　蔵
「銀山岡絵図」　延享 4 年（1747）　味方家資料№ 109　味方重憲氏　蔵
「宝暦五年相川町絵図」　宝暦 5 年（1755）　小菅徹也氏　蔵
「佐渡相川志」巻 2　宝暦 6 年（1756）　県立佐渡高等学校同窓会　蔵
「上相川絵図」　宝暦 2 年（1752）作製、文化 9 年（1812）複製　相川郷土博物館　蔵
「相川銀山所敷岡絵図」　享和 2 年（1802）　相川郷土博物館　蔵
「相川之図」「佐渡志附録図」　文化 13 年（1816）ヵ　『佐渡叢書』第 2 巻所収
「相川町町墨引」　文政 9 年（1826）　『佐渡相川の歴史』資料集 5 二見・相川近世文書付録
「相川諸方地理之図」　明治 8 年（1875）8 月　『佐渡相川の歴史』通史編（近・現代）付録
「相川町中部絵図」　明治 9 年（1876）　相川郷土博物館　蔵
「相川町字図」　明治 21 年（1888）　相川郷土博物館　蔵
「佐渡国雑太郡相川　相川鉱区」　明治 24 年（1891）　相川郷土博物館　蔵
「相川町全図」　昭和 27 年（1952）頃　
「相川町字図」　欠年　山田宣氏　蔵
「相川町図」　欠年　岩木文庫　蔵
「上相川一筆絵図」　欠年　舟崎文庫№ 1228　新潟県立佐渡高等学校同窓会　蔵
「相川金銀山岡山絵図」　欠年　相川郷土博物館　蔵
「相川町々併銀山岡絵図」　欠年　長岡市立中央図書館　蔵
「相川金銀山立合岡絵図」　欠年　味方重憲氏　蔵
「佐渡金山金掘之図」　欠年　国立公文書館内閣文庫　蔵
「金銀採製図」　欠年　国立公文書館内閣文庫　蔵
「相川町々及銀山岡絵図」　欠年　九州大学工学部資源工学科　蔵
「立合引銀山岡絵図」　欠年　国立科学博物館　蔵
「相川町並銀山岡絵図」　欠年　日本銀行金融研究所貨幣博物館　蔵
「佐州相川鉱山一覧図」　欠年　日本銀行金融研究所貨幣博物館　蔵
